
33 栽培 方 法 の 異 な る水 l11にお け る用 水 載 と水 管理 の実態

1,門的  有 力的 かつ低 コス トな営農 を行 うために導 入 され る乾 Fll直播 枚培 は、従来

客様告子皆 雪警素捕 猪 客置 !猛 品 チ孟 岳笹 子

ン

〔宗十11素登た 縁告 景9種 を需 岳;、十:子 を

た め、岐 阜県1有内部 に位 置す る巣1有町 の 2枠 の 人1汽伸i化水 i11(瀧水移植 水 tilと乾 lil

l任橋 水 |:1)を対象 に水収 支観測 を行 った

2.調査 方 法 と解 析 方法  水 収 支を分析 す るた め に芝、要 な取 水 をとと排 水 をとをノく― シ

ャル フ リューーム,荒!ととlil‐でわ瑚忙 とた 十;卒11す|すとは広伸|メ|‐| lヽI七|;|をllA地に,☆i投して測|ケごし

た「 II!山i継水深 はネ水 111に4つ ブつ||「記水|||li卜をlitt riと、その 1`二均値か ら算出 した,

減水深 は水収 支`|卜算か ら求 め、ネ を1旅II!1主‐、)一、′,,″t十 11!. ごヽritギ,|ルニ 1建i登壮tま||ど

水率 を考慮 した水収 支計算 に よ り求 め た. また、

た め、透 水'1生、比 碇、 1ボ用分 布f、粒度組成 を調 べ

た め、各水 ii!を10m問 1格の メ ッシュ状 に分告Jし

行 つた,

3,調査結果及 び 考察  紗J期用 水|ま角I期間 で 多 校の水 を″Z、要 とす るため、そ t/91村水 柱

を把掟す る こ とは lrH‐要で あ る.そ こで 、紗」期|ナll水とそれ 以降 の 普通 期用 水 に分 けて

検 f十ヽした.初 j期1日夕よの観測キlf果を表 1十二、 1午道 19+||1水力れ1と,!町|li雅を表 2に /1(す_“ガ

期 用水の観測 に よ |)、乾 lil llft林水 |||ブ)娘イく効■が ィ|とよ杉位 イIく|||、エサと ミヽほ t、こ とがわ

か った(表 1)子1午連 期用 水の観測ネlf果よ り、 紋ナドil明|||1中ゴ,と|||lj!|!背く|11'1l t!(|||111

湛 水移植 水 IIl σD 2倍 近 い こ とが わか つた.排 水 壮は滞と水移れlf水|||ザれ ,チi夕 t、 IIと,|

1成播 水 田では殆 どなか った「平均湛水深 は、掛 tす流 しを行っていた辞と水移付iガく|||1長、

比 較的 大 き く維持 され て いた. ‐ 方、乾 IIIドエ播 水 H]は、問断 濯械 の傾 向が児 られ 、

,|を水深 ブ)変動 は大 きか ったが 、殺1占期il11を通 してみ る と/j さヽな値 にな った. ま た、

減 水深 は栽培 期 間 を通 して乾 111庄播 水 111の方が瀧 水移 植 水 IIIに比 べ大 きいlllt~を示

した.乾 田|ずモ播 水 世Jは シロカキを行わないため、 ド 方へ の波透 が増 え、減 水深 の増

力llにつなが つた と思 われ る.逆 に、准 水移粒 水 口1では シロカキを行 うた め、水 i11に

硬鴨層 が形成 され 、 ド 方へ の渡透 が少 な くな り、減水深 の減 少や初期 用水時 ブ)取 水

効率 を高 め るの に影響 した と思 われ る.

表 1,初 期 用水の観測結 果(6/4～6/5) ※取水効率 :最終湛水 深/総取水量

取 水 時 間 (h) 総 取 水 量 (mm) 最終湛水深(mm) 浸透量(mm)1取 水効率

湛水移植 36.0 125.7 66.0 59.7 0.525

乾 田直播 24.5 164.3 55.5 108`8 0.338

栽培期間 取 水 量

( m m )

降 雨 量

( m m )

排水量

( m m )

平均湛水深

( m m )

平 均 減 水 深

(mm / d a y )

湛水移植 6/7-10/7 1437.7 778.5 852,2 49.9 13,9

乾 田直播 6/5-9/24 3309.3 789.0 73.1 25.7 39.0
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表 2.普 通期用水 の観測結 果
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